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ビ タ ミ ンBl2 抽 出 に 及 ぼ すプ ロ テ ア ー ゼ 処 理 の 影 響

女 子 短 大　 ○ 三 谷 璋 子

教 育　 佐 藤 一 物

目 的　 前 年 度 の 本 大 会 に お い て・ 鶏 叩 か ら の ビ タ ミ ン^12 の 形 態 把 握 の た め の 抽 出 方 法 は

エ タ ノ ー ル にN 一エチ ルマ レ イ ミ ド や 酢 酸 緩 衝 液 を 添 加し た 加 熱 抽 出 法 で ， 常 法よ り 相当 量

上 が る こ と を 報 告し た が ， 今 回 は ， さ ら に 加 熱 凝 固 沈 殿 物( 残 流) 申 に 残 存し て い る^12の

抽 出 条 件 に つ い て ， 物 理 的 方 法 （ 酸 化 ア ル ミ ナ に よ る 細 胞 摩 砕)    お よ び 化 学 的 方 法 （ プ ロ

テ ア ー ゼ 処 理 ） を 行っ て 検 討 し た 。

万方法　 鶴 卵 中 に 含 ま れる≪12体 は,     80 ％ エ タ ノ- ル ー酢 酸 緩 衝 液(  PH 4.8 )   に て90° C で30 分

間 加 熱 後, 遠 心 分 離を 行 っ て 得 ら れた 上 清 と 沈 殿 物 に つい て,     E.coli   2JS を 用 い る 微生 物

学 的 定 量 法を 実 施し て 検 討し た 。 次 に, 沈 殿 物 に つ い て は ， そ れ ぞ れ （／）か ら(  S) の 方 法

つ まり（／) 酸 化 ア ルミ ナ 処 理.     (.2) ト リ プ シ ン 処 理,   {-?) ペ プ シ ン 処 理,    μ 失 活 プ ロ テ

ア ー ゼ 処 理,   (.s) 未 処 理 で ， 残 存^2 体 を 抽 出 し,    SEP･PAK  カ ラ ム-   Ci8 ヵ- ト リ ッ ジを 用 い て

部 分 精 製 後 ’ 微 生 物 学 的 定 量 法 に よ り ’^2 量 をMl  定 し ’比 較 し だ ’

結 果　1.　 市 販の 鶏 卵 ／個（50 g) 中 の^2 量 は,     KCN 一酢 酸 緩 衝 液 (pH  4.8 ) 加 熱 抽 出 法 に よ

る と300  叩g で あ ゜た 。2.　 １ の 抽 出 廓 を100  % と す る と 形 態 測 定月 の 抽 出 法 で あ る80  ％ エ タ

ノー ル ー 酢’酸 緩 衝 液を 用い た 場 合 ， 上 清 申 に は, 約38  % のB.^ が 抽 出 さ れ ， 沈 殿 物申 に 相 当

量 の≪12体 が 残 存 し た 。 こ の 沈 殿 物 申 の^12 体 は 。KCN  や( ／)酸 化 ア ル ミ ナ,   （｡2) ト リ プ シ ン 処

理を 行 っ た 結 果 ， 充 分 抽 出さ れ な か っ た 。(15   ～20 % の 抽 出 率)　3.　 沈 殿 物 中 のBl2 体 は ペ プ

シ ン を 至 適pH  2 .  0  , 至 適 温 度37 °C で 作 用 さ せ る と ，反 応 時 間 が30  分 よ り24 時 間 と 長 時 間 処

理 ほ ど ， 抽 出 が 進 み>     ほ ぱ100  % 抽 出さ れ た 。


